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研究内容：  

近年、震災による被災地や戦地の過去や現在の街の状況を、模型やデジタルアーカイブ等により再現し、それらを用

いて未来のまちづくりについて議論したり、現況理解を促したりする取り組みが行われている。本研究の目的は、ミャン

マー チン州 タンタラン市を対象に、模型と AR（拡張現実）を用いて戦争により失われた街の情報提示手法を構築し、

その手法の特徴を明らかにすることである。そして、現在失われてしまったタンタラン市の現況を複数人で同時に提示で

きる仕組みを構築し、この仕組みの長所や短所等を、被験者実験による比較検証により明らかにする。以上により、戦

争により失われた建築や都市を復元し、共有できる効果的な手法を構築することで、未来のタンタラン市のまちづくりへ

向けて、議論できる環境の実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タンタラン市模型                        模型に重畳させた AR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は、震災や戦災によって失われた都市の姿を再現し、その理解や将来のまちづくりに活かすため

の情報提示手法に関するものである。近年、模型やデジタルアーカイブを用いて被災地の過去・現在の
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